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アスクレピオスの杖を探して
地
域
医
療

再
生
へ
の
道

第62回

雲
南
市
立
病
院
を
訪
問

　

２
０
２
３
年
９
月
15
日
、
島
根
県
雲
南
市
に
あ

る
雲
南
市
立
病
院
を
訪
問
し
た
。
雲
南
市
立
病
院

は
、
１
９
４
８
年
３
月
に
島
根
県
農
業
会
に
よ
り

「
雲
南
共
存
病
院
」（
50
床
）
と
し
て
開
院
さ
れ
た
。

１
９
６
１
年
に
は
大
東
町
外
９
ヶ
町
村
雲
南
共
存

病
院
組
合
に
移
管
さ
れ
る
。
１
９
８
９
年
に
「
公
立

雲
南
総
合
病
院
」
に
名
称
変
更
が
行
わ
れ
る
。

２
０
１
１
年
に
は
市
町
村
合
併
の
影
響
で
雲
南
市
、

奥
出
雲
町
、
飯
南
町
の
１
市
２
町
で
構
成
し
て
い

た
病
院
組
合
を
解
散
。
雲
南
市
立
病
院
と
し
て
、

雲
南
市
（
現
在
人
口
約
３
万
５
千
人
）
の
単
独
経
営

と
な
っ
た
。
15
の
診
療
科
、
職
員
数
４
２
２
人
（
う

ち
医
師
35
人
、
２
０
２
３
年
４
月
現
在
）、
２
８
１

床
（
一
般
１
５
５
床
、
地
域
包
括
48
床
、
回
復
期
リ

ハ
30
床
、
療
養
48
床
）
の
病
院
と
し
て
、
雲
南
地
域

の
住
民
の
命
を
守
っ
て
い
る
。
２
０
１
９
年
10
月

に
は
、
新
病
院
改
築
事
業
を
完
了
し
て
い
る
。

　

雲
南
市
立
病
院
は
か
つ
て
深
刻
な
経
営
危
機
に

直
面
し
た
こ
と
が
あ
る
。
２
０
０
４
年
に
導
入
さ
れ

た
新
医
師
初
期
研
修
制
度
は
病
院
に
大
き
な
影
響

を
与
え
、
２
０
０
２
年
４
月
に
34
人
在
籍
し
た
医
師

が
、
２
０
０
９
年
４
月
に
は
17
人
に
半
減
し
た
。
医

師
退
職
に
よ
り
医
業
収
益
が
大
幅
に
減
少
し
、
当
時

の
病
院
組
合
の
手
持
ち
現
金
は
枯
渇
す
る
。
そ
の

後
、
雲
南
市
立
病
院
は
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
病
院

の
経
営
再
建
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

病
院
を
訪
問
し
て
最
初
に
見
つ
け
た
の
が
、
玄

関
に
掲
示
さ
れ
て
い
た
「
地
域
医
療
日
本
一
を
目
指

し
ま
す
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
っ
た
。
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
、
写
真
１
の
よ
う
に
バ
ッ
ジ
に
も
な
っ
て
お
り
、

職
員
の
皆
さ
ん
が
身
に
着
け
て
お
ら
れ
た
。「
す
ご

い
こ
と
言
う
な
、
こ
の
病
院
」
と
い
う
の
が
正
直
な

感
想
で
あ
っ
た
。

地
域
医
療
人
材
の
育
成

　

経
営
再
建
に
取
り
組
ん
だ
雲
南
市
立
病
院
が
最

も
力
を
入
れ
た
の
が
地
域
医
療
人
材
の
育
成
で

あ
っ
た
。「
地
域
に
必
要
な
医
療
人
は
地
域
で
生
み
、

育
て
る
」
と
し
て
、「
地
域
医
療
人
育
成
セ
ン
タ
ー
」

が
設
置
さ
れ
た
。
島
根
大
な
ど
の
医
学
生
、
島
根
大

学
病
院
、
島
根
県
立
中
央
病
院
、
国
立
病
院
機
構
浜

田
医
療
セ
ン
タ
ー
、
府
中
病
院（
大
阪
府
）を
は
じ
め

と
す
る
県
内
外
の
病
院
か
ら
研
修
医
を
受
け
入
れ

て
い
る
。
２
０
２
１
年
度
の
実
績
は
医
学
生
38
人

（
延
べ
86
週
）、
研
修
医
20
人（
延
べ
21
月
）に
及
ん
で

い
る
。
最
近
で
は
長
期
間
の
研
修
生
を
優
先
的
に
受

け
入
れ
て
お
り
、
医
学
部
５
年
生
が
６
年
生
に
お
い

て
も
研
修
参
加
、
医
学
生
が
研
修
医
と
し
て
研
修
参

島
根
県
雲
南
市
の
地
域
医
療

城
西
大
学
経
営
学
部
教
授　

伊
関
友
伸
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加
と
い
う
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
加
し
て
い
る
と
い
う
。

病
院
に
は
研
修
者
を
受
け
入
れ
る
た
め
、
院
内
に
研

修
室
が
設
け
ら
れ
、
宿
泊
施
設
も
完
備
し
て
い
る
。

　

医
師
だ
け
で
は
な
く
看
護
学
生
、
薬
学
生
な
ど
の

医
療
関
係
学
生
の
実
習
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
て

お
り
、
２
０
２
１
年
度
の
受
け
入
れ
は
約
60
人
に
及

ぶ
。
ま
た
、
将
来
の
医
師
、
看
護
師
な
ど
の
医
療
者

を
育
て
る
た
め
に
小
・
中
・
高
生
の
体
験
活
動
も
積

極
的
に
受
け
入
れ
て
い
る
。
高
校
生
は
医
療
現
場
体

験
や
一
日
助
産
師
体
験
な
ど
に
約
１
５
０
人
が
参

加
、
中
学
生
は「
夢
」発
見
ウ
イ
ー
ク
や
一
日
看
護
体

験
な
ど
に
約
50
人
が
参
加
、
小
学
生
は
ふ
る
さ
と
教

育
な
ど
に
約
２
０
０
人
が
参
加
し
て
い
る
。

総
合
診
療
医
の
養
成

　

医
師
の
大
量
退
職
で
最
盛
期
に
10
人
在
籍
し
た

内
科
医
が
２
人
ま
で
減
少
し
た
こ
と
に
対
応
す
る

た
め
に
、
２
０
１
０
年
に「
地
域
総
合
診
療
科
」が
創

設
さ
れ
、
外
科
医
２
人
が「
総
合
診
療
医
」の
名
の
下

に
、
内
科
患
者
の
外
来
を
担
当
し
、
在
宅
医
療
に
も

積
極
的
に
関
わ
っ
て
病
院
機
能
の
維
持
を
図
っ
た
。

２
０
１
６
年
に
は
、
総
合
診
療
が
中
心
と
な
り
持
続

可
能
な
地
域
ケ
ア
体
制
の
構
築
を
図
る
た
め
に
「
地

域
ケ
ア
科
」
を
創
設
し
、
指
導
医
を
招
へ
い
し
た
。

２
０
２
３
年
現
在
の
地
域
ケ
ア
科
は
指
導
医
２
人
、

専
攻
医
８
人
の
体
制
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
医
療
人

材
育
成
や
総
合
診
療
医
養
成
の
試
み
も
あ
っ
て
、

２
０
２
３
年
４
月
の
常
勤
医
師
数
は
35
人
（
う
ち
地

域
枠
医
師
３
人
）
と
な
り
、
２
０
０
２
年
４
月
の
34

人
を
超
え
る
在
籍
者
数
と
な
っ
て
い
る
。

住
民
と
共
に
歩
む
病
院

　

雲
南
市
立
病
院
の
特
徴
は
地
域
住
民
に
よ
る
地

域
医
療
活
動
が
盛
ん
な
こ
と
が
あ
る
。
病
院
で
は

「
が
ん
ば
れ
雲
南
病
院
市
民
の
会
」
と
「
市
立
病
院
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
」
が
結
成
さ
れ
て
活
躍
し
て
い

る
。
市
民
の
会
は
、
地
域
住
民
を
対
象
と
し
た
研
修

会
、
サ
ン
キ
ュ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
受
診
の
便
利
手

帳
、
着
任
医
師
歓
迎
会
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
は
、
毎
日
の
病
院
玄
関
で

の
車
い
す
介
助
、
定
期
的
な
敷
地
内
の
草
刈
り
、
花

壇
、
生
け
垣
な
ど
の
整
備
、
病
院
内
の
美
化
な
ど
の

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
病
院
を
訪
問
し
た
時
、
た
ま

た
ま
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
よ
る
月
１
回
の
草
刈

り
活
動
を
さ
れ
て
い
る
の
を
拝
見
し
た
。

　

ま
た
、
広
域
的
な
視
点
で
雲
南
地
域
医
療
を
考
え

る
会
が
、
奥
出
雲
町
、
飯
南
町
を
含
め
た
「
雲
南
の

地
域
医
療
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
２
０
０
６

年
か
ら
開
催
し
て
い
る
。
筆
者
が
病
院
を
訪
問
し
た

の
は
、
翌
日
に
開
催
さ
れ
た
第
16
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
講
演
を
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

病
院
も
、
積
極
的
に
住
民
へ
の
情
報
発
信
に
努

め
、「
市
報
う
ん
な
ん
」
に
毎
月
４
ペ
ー
ジ
「
雲
南
病

院
だ
よ
り
」
を
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
で
の
番
組
放
送
、
出
演
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を

活
用
し
て
い
る
。
地
域
の
病
院
と
し
て
住
民
と
共
に

歩
む
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
簡
単
な
こ
と

で
は
な
い
。

　

島
根
か
ら
帰
っ
て
き
て
、「
地
域
医
療
日
本
一
を

目
指
す
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
に
つ
い
て
改

め
て
考
え
て
み
た
。「
地
域
医
療
日
本
一
」
の
実
現
に

は
、
病
院
職
員
、
住
民
、
議
会
議
員
、
市
役
所
職

員
な
ど
、
地
域
に
住
み
働
く
全
て
の
人
が
、
良
い

医
療
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
考
え
、

で
き
る
こ
と
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
だ

と
考
え
る
。
全
て
の
人
の
努
力
の
結
果
が
「
地
域
医

療
日
本
一
」
に
近
づ
い
て
い
く
歩
み
に
な
る
の
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
か
ら
の
雲
南
市
立
病
院
お
よ
び
雲
南

市
民
の
皆
さ
ん
の
地
域
医
療
に
関
す
る
取
り
組
み

に
期
待
を
し
た
い
。
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